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1n のとき p は素数であるから、 !p が p で割り切れる回数は1回。 

 

2≧n のとき 

np 個の自然数 nn pp ,1,,2,1  のうち、 

p の倍数は、 nn ppppp ,)1(,,2, 1  の 1np 個。 

2p の倍数は、 nn ppppp ,)1(,,2, 2222  の 2np 個。 

以下同様に、 )1( nkp k ≦≦ の倍数は knp  個である。 

 

np 個の自然数 nn pp ,1,,2,1  のうち、 

p の倍数であるが、 2p の倍数ではないものの個数は 21   nn pp  

2p の倍数であるが、 3p の倍数ではないものの個数は 32   nn pp  

以下同様に、 )11( nkp k ≦≦ の倍数であるが、 1kp の倍数ではないものの個数は 1  knkn pp  

np の倍数は、 np のみで、1個。 

 

np 個の自然数 nn pp ,1,,2,1  のうち、 

素因数 p をちょうど k 個 )11( nk≦≦ 持つものの個数は、 1  knkn pp で与えられる。 

!)( np が p で割り切れる回数は、 !)( np に含まれる素因数 p の個数に等しいから、求める回数は 
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これは 1n でも成立する。 


